
少子化が進み人口減少時代に突入しているにもか

かわらず，発達障害と診断される子どもは増加して

います。この子どもたちは，生涯にわたる支援を必

要としており，保健・医療・教育・福祉・就労など

の専門家の連携した対応が求められています。

保健師は，乳幼児健診などの母子保健活動のなか

で，この子どもたちに出会うことができます。わが

子の発達を心配する親たちにとって，乳幼児健診は

子どもの育てにくさや生きにくさに気づき，そのわ

けを知る機会となります。

そのようななかで刊行された本書には，保健師が

発達の相談を受け，どのように答えてよいかわらな

くなったときに役に立つ内容が数多く盛り込まれて

います。本書は発達障害の子どもの徴候や病態を理

解でき，親への対応の仕方を会得できます。まず，

「本書刊行によせて」「はじめに」「あとがき」へと

読み進めてみましょう。そうしますと，著者は子ど

もや親と真摯に向き合った発達障害のエキスパート

であること，研修医のために作成した手作りの診療

マニュアルが本書のもとであること，亡き著者の奥

様の「患者に寄り添った診療の一助に」という願い

と，著者の薫陶を受けた弟子たちとの合作であるこ

とがわかります。

本文は，「 発達障害概説」「 発達障害の診

断」「 乳幼児健診における発達障害の診かた」

「 発達障害の指導」から構成されています。ここ

には，発達障害を理解し親に伝えるための知識，気

になる症状を診るためのポイント，発達の促し方な

どの臨床の現場で著者によって蓄積されたエッセン

スが，わかりやすく記されています。

本文には，「column」(発達障害の診断の手がか

りを解説)，「症例」(生後12か月～9歳までの発達

障害と診断された子どもたちの発達経過と予後な

ど)，「Keypoint」(生後1か月～5歳までの発達状

態と気になる症状の見極めをするためのポイント)

が付記されており，本文の理解をさらに深めること

ができます。

とくに，以下の本書の内容 ， は，乳幼児健診

に携わるすべての保健師のバイブルとなるでしょ

う。「 発達の診断」では，「A 病歴の取り方」

「B検査」「C診察のしかた」について解説されて

います。「 乳幼児健診における発達障害の診か

た」は，本書で最も紙幅が割かれており，「A 異常

を見つけるキーポイント」には，診断に結びつく神

経学的所見やリスクファクターなどについて解説す

る「column」とこれと連動する「症例」が紹介さ

れ，「Keypoint」が示されています。そして，「B

マイルストーン別の発達の促し方」と「C発達障

害児の特徴的行動」が解説されています。

子育てをしているお母さんたちの心強い味方とな

るために，子どもたちがよりよく生きる手助けをし

ていくために，若手保健師とともに，本書で学んで

みませんか
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